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研究主題 体験的な活動を生か し,児 童 ・生徒一人一人が 自ら学ぶ力を育てる指導 の工夫

1主 題設定の理 由

本研究部会で は,西 部山間地域 や島 しょ地域の特性,へ き地 ・小規模校の児童 ・生徒 の実

態 について共通理解 を図 った上で,へ き地教育の課題 を解決す るための指導の工夫について

研究 する ことに した。

1地 域 の特性 と児童 ・生徒の実態

西部 山間地域 と島 しょで は,一 部で は住宅の開発 などが押 し進め られてい る地域 もあ るが,

多 くの児童 ・生徒 は自然 に恵 まれ た環境の 中で育 って い る。

何世代 に もわ た りその地蜘 ご住んで いる人 々も多 く,地 域 と学校 との関係 は密接であ り,

協 力的で もある。 また,豊 か な 自然環境 とと もに,伝 統 的な文化 も多 く残 ってい るが,児 童

・生徒がそれ らを有効 に生か して遊ぶ などの経験 は少ない
。都市部へ 出か けるの に時間がか

か り,行 動範 囲 も限 られ,多 くの人 々と触れ合 う機会が少ない とい う状況 にあ る。 しか しマ

スメデ ィアの発達 に伴 う情報 だ けは,都 市部 と同様 に入 って くる。

へ き地の児童 ・生徒は,そ の多 くが幼少時よ り小 ・中学生時代まで,小 さな集団の 中で育

つ。 また,多 くの場合 は,中 学校又 は高等学校卒業 とと もに,進 学 や就職 のたあに,親 元 ・

地域を離れて生活 しなければな らないとい う現実が ある。

この よ うな環境の 中で育 って いる児童 ・生徒は,明 る く素直で純 朴であ り,級 友 とも明 る

く接 し,与 え られ た課題 には真面 目に取 り組む ことがで きる。 しか し,と もすれ ば人 間関係

が固定 しが ちにな るたあ,話 し合 いの仕方等を学ぶ機会が少 な く,表 現が限定 的にな りが ち

で あ り,ま た主体的 な学 び方が身 に付 きに くい等の課題が ある。

2体 験 的な活動 を生か し,意 欲 をもって学ぶ態度を育 てる。

今 日の児童 ・生徒 には,成 長過程 にお ける直接体験が 不足 して いるといわれてい る。 自然

の中での体験や文化的体験のみ な らず,社 会的役割体験 な ど,さ まざまな体験の機会がない

まま成長 し,そ の こ とが いろいろな問題の背景 にな って い るとい う指摘があ る。

へ き地 の児童 ・生徒 にお いて も,直 接体験の機会が得 やすい環境 にあるに もかかわ らず,

同様 の課題が存在す る。豊か な地域 の自然や文化があ るに もかかわ らず,日 常生活や学習活

動 の中で,直 接体験 をす る機会 が少な くなって きてい る。その結果,直 接体験を しないで習

得 され る知識の割合が増え,直 接体験 を経 なければ身に付かない能力 や態度が育て られに く

い状 態にな って いる ことは,都 市部 で育 つ児童 ・生徒 との場合 と同様で ある。

したが ってへ き地 の学校で も,児 童 ・生徒の発達段階に合わせ,体 験 的な活動を重視 した

学 習内容 を工夫 ・改善す ることが特 に重要で ある。大切 な ことは,児 童 ・生徒が教室の中で

知識 と して学ん だ ことを,体 験 を通 して深 あた り,自 分の体験に照 らし合わせて 「よ く分か

る」 とい う物事 の認識 の仕 方について学ぶ ことで ある。 この ことによ って,単 に知識 ・理解

のみを中心 と した学 習では身に付かない 「よ く分か る」 ことの意 味や,学 ぶ過程や学んだ結

果において成就感 や満足感 を実 感す ることがで きる。 また,自 分 に とっての学ぶ意義や必要

性 をよ り確 かな もの とす ることがで きる。 さ らに,知 識や技能を身に付けて い くための 自分

な りの直観 力や方法 などを体得 す ることもで きる。
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3自 ら学ぶ力 を育 て,課 題 を解決 してい く能力を育てる。

情報化,国 際化,高 齢化等の複雑で変化の激 しい社会をた くま しく生 きぬ くためには,課

題意識 を持 ち,自 ら問題 を主体的 に解決 してい く能 力が必要であ る。 それは情報を収集 ・分

析 し,知 識 や経験 を十分 に生か して判断 し,問 題 を解決 して い く能 力であ る。 また困難 な課

題 に対 して も,そ れ に粘 り強 く取 り組み,積 極 的に乗 り越えて いこうとす る意志や耐性 など

を含む もので ある。

したが って学校で は,生 涯学習の基礎を培 う役 目を担 う立場か らも,自 ら学ぶ力を育て,

主体的 に課題 を追究 し,問 題を解決 して い く能 力を育てて い くことが大切 である。 その ため

には教育活動全体の 中に,集 団の中で他人 との協力 や,役 割を遂行す る体験 を積極的 に取 り

入れ,物 事 を成 し遂げ る喜 びを体験 させてい くことが大切で ある。 また,幾 っかの課題を 自

分で選択 させ,そ れを最後 まで責任を持 って解 決 させてい くこと も必要であ る。 そ うした課

題解決への努力の 中で,児 童 ・生徒 は,自 らの課題解決のため に,主 体 的な対応を余儀な く

され,自 分の責任 にお いて解決の方法を選択 し,自 らの責任 において実行 しなければ な らな

くなる。 自分で選択 した方法 に従 って処理 す ることか ら,学 習内容に対 す る臨場感や問題に

対す る切実感が一層強化 され る。また,つ まず いて も,自 ら知恵を絞 り,忍 耐強 く取 り組 む

ことがで きるよ うにな る。 そ して,自 ら挑戦 し成 し遂 げた成果 に対 して は実感の伴 った成就

感 や満足感 を得 ることがで きると思われ る。

4地 域素材 を活用 し,へ き地 ・小規模校の特性 を生か した指導法を工夫 する。

児童 ・生徒 は,地 域の一員 として育 ち,地 域 社会 の形成者 と してた くま しく成長 して い く

ことが望 まれて いる。 こ こに次世代の担 い手 と しての児童 ・生徒がよ りよ く成長 して行 ける

よ う援助す る教育を地域 に根 ざ しなが ら作 りだ して い く必要があ る。

したが って学校で は,へ き地の 自然 ・産業,歴 史,文 化等の良 さを積極 的に とらえ,そ の

特性を生か した学習活動の工夫 ・改善を図 ることが大切であ る。地域 素材を教材化 し,効 果

的に活用す る ことによって,学 習活動の質的転換 を図 ることが期待 されている。

しか しなが ら,児 童 ・生徒 は地域の持っ良 さに気付 いて いないことも多い。 それ は地域素

材 に直接 に触れ た り,親 しんで いないことが原因 とな って いる。児童 ・生徒に地域の良 さに

気付かせ,理 解 を深 め,愛 情 や誇 りを育ててい くためには,地 域教材を有効に活用す る こと

が大切で ある。

また,へ き地 ・小規模校 において は,在 籍す る児童 ・生徒一人一人の個 に応 じた指導の工

夫が必要で ある。一人一人へ の きめ細かな児童 ・生 徒理解 を前提 と して,教 材 ・教具 の工夫

や指導形態 ・指導過程 を工夫す るなど,各 自の学習意欲 を育て る指導法の改善が必要で ある。

児童 ・生徒の興味 ・関心を高め るなど個 に応 じた学習活動を進 めることによ って,児 童 ・生

徒が学習の仕方 を身 に付 け,意 欲を持 って学び,主 体 的に課題を追究 し,問 題 を解決 して い

く能力を身 に付 けることがで きる。

へ き地 ・小規模校の学習活動の工夫 ・改善を進 める上で大切 なことは
,上 述 の1を ふ まえ

なが ら,2～4を 基盤 と した学習活動を展開する ことで ある。

以上の よ うな観点か ら,本 部会の研究主題 を設定 した。
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H主 題 に迫 るための基本的な考え方

1研 究 のね らい

(1)主 題 に迫 るための研究のね らい

児童 ・生徒が急激 に変化す る社会 をた くま しく生 きてい くためには,自 ら学ぶ力を育て る

ことが大切 であ ると考えた。本部会 では主題 に迫 るための研究 のね らいと して,「 興味 ・関

心を高め,課 題解決 してい く態度 ・能 力を育て る」ことと した。

では,そ う した態度 ・能 力の育成 とは,ど の よ うな内容を含んだ もので あろ うか。

① 自ら課題を解決 しよ うとす る。

へ き地の児童 ・生徒 は,与 え られた課題 に真面 目に取 り組む ことがで きると言 われて い

る。 この特性を生か し,自 らの課題を明確に し,そ れ を解決 して いこうとす る態度 を養 う

ことが必要で ある。様 々な課題 に対応 し,た くま しく生 きてい くには,学 習の仕方 を身に

付け させ,そ れを応 用 して い く能力 を養 うことが大切 である。

② 自ら進んで意欲を もって学 習す る。

へ き地の児童 ・生徒 は人か ら言われた ことは素直 に聞 くと言われてい る。 この特性 を生

か して 自 ら進んで粘 り強 く意欲的 に困難に立ち向かお うとす る能力を身に付け させる こと

が必要で ある。 これか らの社会の変化や地域の課題に主体的 に対応 してい くたあには,意

欲的に学 び続 けよ うとす る態度 を養 うことが大切であ る。

③ 自分の考えや気持 ちを進 んで表現 しよ うとす る。

学習 した ことが らにっいて 自らの考えや気持 ちを しっか りもち,そ れ を適切 な言葉や態

度で発表 した り,人 の意見 と自分の考えを比 べその違 いに気付 き,さ らに 自分の考えを深

めて い こうとす る能力を育て る必要が ある。

④ 基礎 的 ・基本 的な知識 や技能 を身 に付 けそれを応用す る。

主体的な学習活動 を通 して,基 礎 的 ・基本的な知識や技能 を身に付 け,さ らに,そ れを

応用す る態度を身 に付け ることが必要であ る。 それが個性的な物の見方 ・考 え方や創造性

を育て る基礎 となる。

⑤ 全員が共 に向上 しようとす る。

へ き地の児童 ・生徒 は,親 密 な人間関係を保 って い ると言われて いる。 この特性 を生 か

し,お 互 いを認 め,励 ま し合 い,協 調 し合 う態度を養 って お くことが必要であ る。そ うす

ることで一人 一人が学習 に積極 的に参加す るとともに一人では解決で きない課題で も全員

で力を合わせ,協 力 し合 うことによ り解決 を可能 にす ることがで きるよ うにす る。

② 研究の仮説

児童 ・生徒一人一人が 自 ら学ぶ力を育て るためには,ま ず,興 味や関心を もたせ る教材 を

選択 し,体 験的 な学習 を取 り入れ る ことが重要であ る。 この ことは,児 童 ・生徒の 自ら学ぶ

意欲や学習課題 の明確化 と密接 なかかわ りを持 ち,内 発的学習意欲の育成へ と発展す ると考

え られ るか らであ る。

また,児 童 ・生徒が主体的に課題を解決 した り,成 就感の得 られ る機会や場 を設定 した り

す ること も重要であ る。課題解決をあざす学習 の過程 にお いて,一 人一人が学んだ こと ・考

えたことや意志を他人の考えや意志 と対比 させ る中で,自 分の考えを高あた り自分 な りのよ
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さを発見 す るとともに,他 人の 中の異な る意見 を尊重 した りす る態度が育成で きると考えた。

以上の よ うな考えか ら次の よ うな仮説を設定 した。

<仮 説1>地 域素材や身近 な素材を活用 し,体 験 的な学習活動を展 開す る ことによ り,児 童

・生徒の興味 ・関心 も増 し,自 ら進 んで学 ぼうとす る意欲が高 まるであろ う。

<仮 説2>主 体 的に課題 に取 り組む学習活動 を工夫 し,児 童 ・生徒が 自 ら課題を解決す るこ

とによ り,成 就感が得 られ,自 ら学ぶ力が養われ るであろ う。

2仮 説検証 の視点

(1)地 域素材や身近 な素材 を活用 した教材の工夫

地域素材 や身近 な素材を教材化す るに当た り,次 の よ うな点 に配慮 する ことに努め る。

① 発達段階 に即 し,興 味 ・関心を誘発す る教材 を工夫す る。

② 個 に応 じた多様 な学習課題を解決で きるよ うな教材を工夫す る。

③ 既存 の知識 や経験が生かせ るような教材を工夫す る。

④ 思考力 ・判断力 ・創造力 を促す教材を工夫 する。

⑤ 具体物 や視聴覚機材等適切 な教材 ・教具を準備 し,有 効な活用を図る。

(2)学 習形態 の弾力化

学 習において,個 別学習,グ ル ープ学習,一 斉学習の三形態を組み合 わせることで学習形

態を弾力 化 して,児 童 ・生徒 に多様 な学習の場 を用意す るよう工夫す る。

① 全員に学 ばせ る基 礎的な内容や共通 に理解 させ るべ き ところは,一 斉学習 に当て,一 人

一人の興味 ・関心 に基づいて学習 を進 めるところは個別学習や グループ学習 とす る。

② 一人一人が個別 に獲得 した学力 をその ままにせず,全 体 の場で発表 し合い,よ り確かな

学力に高め るため,個 別(ま たは グループ)学 習のあ とに一斉学習を計画す る。

例えば,個 別学 習や グループ学 習の後 に発表 し合 う活動 を取 り入れた り,一 斉学習の後

に討論 し合 い,ま た一斉学 習に もどすなどの授業の展開を工夫す る。

③ 一斉学習 におけ る学習到達点を一人一人診断 し,そ の個人差 に応 じて個別学習 や グルー

プ学習を行 うことによって,基 礎 ・基本の徹底 を図 る。

⑧ 生 き方 を学ぶふれあ い学習 の場の設定

① いろいろな職業経験,人 生経験を持 った社会人 に,児 童 ・生徒を直接,指 導 して もらう。

② 学校外 の高い文化 に積極 的に触れ させ る。

(4)体 験 的な学習 を導 く展開

生活科 に とどま らず,ど の教科 にお いて も体験 的な学習 を重視す る。

体 験的な学 習の計画 において は,学 校の教育課 程を工夫 して協力体制を確立 する とと もに,

年 間指導 計画の中で無理の ない範囲で計画す る。

① 体験 的な学 習の形態 と特徴

・児童 ・生徒が体全体 を使 って活動す る学習形 態にす る
。

・実社会の事実 ・事 象に直接ふれ る体験を通 して学 ぶ学習形態 にす る
。

・一っの問題を追求 する持続 的な活動が展開 され る学習形態 にす る
。
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② 体験 の 「質 」の吟味

・児童 ・生徒 の興味か ら出発 す る体験 一児童 ・生徒のニーズを大切 に し,学 びた いとい う

欲求を引 き出す ような体験 にす る。

・時 には壁 にぶつか り,困 難 を感 じることので きる体験 一"こ だわ り"と"っ まず き"を

大切 にす る。

・次 々 と活動がつ なが り,構 造化で きる体 験 一時間的な見通 しが組 み立 て られ るよ うに計

画す る。

(5)問 題解決的 な学習 を導 く展開

「学ぶ力 」を形成す るためには,問 題解決的な学 習が有効 な学習方法であ る。

各教科 の年 間指導計画 を作成す る際にい くっか,問 題解決的 な学習をす る単元を選定 して

お き,そ のための準備 の時間を確保す る。

① は じめの段 階において,児 童 ・生 徒か ら課題 にっいてのイメー ジを 引き出 し,そ れに基

づ いて思考を導 く必要があ る。そのため,イ メー ジを喚起す る教材 を用意 した り,児 童 ・

生徒が イメー ジを描 く時間を大切 にす る。

② 児童 ・生徒が事実 ・事象 との対決を通 して,自 らのイメー ジを修 正 ・発展す る ことがで

きるよ うに し,教 師 は この事実 ・事象 との対 決を根 気よ く見守 り,児 童 ・生徒が試行錯誤

を通 して解決 で きるよ うに仕 向ける。

○解決のプ ロセスの自覚 を高める。

・結果よ りもプ ロセ スを大切 に しなが ら,学 び方を身に付 けさせ る。

・学習のプ ロセスや結 果が 目に見え る活動,能 動的な 自己活動 を事業 に取 り入れ る。

・学習計画を立て させ る。解決 過程を記録 させ る。結果の 自己評価や 反省を させ る。

○考え る時間を与え る。児童 ・生徒の意見 を受容 し,意 見を引 き出す。

○教師が 「拡散 」と 「収束 」の二っの思考の方 向性 を押 さえ,タ イ ミングよ く導 く。

・思考 を深 める有効 な発問 を一,二,指 導案 に位 置付 ける。

・必要 に応 じて,基 礎 的な知識や技術の習得に対 しては丁寧 に教え る。

③ 最終 のま とめの段階 において,児 童 ・生徒が 自らのイ メー ジと言葉 によって結果をま と

める。そ こで 自分の考 えを再確認 した り,集 団的思考で 自分 の考 えを補 った り,自 分の特

徴を知 った りす ることが期 待 され る。

3各 検証事例 との関遵

上記の仮説検証の視点 に立 ち,各 検証事例で追求 しようと したの は以下 の点である。

事例1

事 例2

事 例3

事 例4

事 例5

地域素材の活用 と体験 的な活動 により自ら課題 を もたせ る。

身近 な素材の活用 と 日常 の自然現象 に関心を もたせ る。

地域素材 を活用 し,一 人 一人に学習課題を もたせ る。

課題学 習を通 して問題解 決能力 を高める。

体 験的な学 習を通 し自ら学ぶ力 を育て る。
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皿 研究の全体構想

学校教育のねらい ・

①心豊かな人間の育成 ③基礎 ・基本の重視と個性教育の推進
②自己教育力の育成 ④文化と伝統の尊重と国際理解の推進

『 地域の特性 一 一 保護者の願い 一一児童生徒の実態 一 指導の実態

*伝 統的文化の継承 *豊 かな人間関係 *素 直 ・純朴 ・穏 和 *き め細かな児童 ・生徒理解
*豊 かな自然環境 *楽 しい学校生活 *異 学年間の密接な関係 *豊 富な地域素材
*過 疎化,都 市化に *確 かな学力 *自 然に触れる機会が少 *集 団的活動が比較的困難
よる地域の変容 *健 康で安全な生活 な くな って きて い る *主 体的な活動を促す指導の

*交 通が不便 *人 間関係が親密である 必要性
*地 域と学校 との結 *与 えられた課題 は,ま
びつ きが強い じめに取り組む

目指す児童 ・生徒像
① 自ら学ぶ意欲と進んで学習する態度を身につけた児童 ・生徒
②地域の自然や文化に誇りをもち,大 切にする児童 ・生徒

平成6年 度研究主題
体験的な活動を生か し,児 童 ・生徒一人一人が自ら学ぶ力を育てる指導の工夫

研究のねらい
興味 ・関心を高め,課 題解決していく態度 ・能力を育てる。

研究の仮説
① 地域素材や身近な素材を活用し,体 験的な学習 ② 主体的に課題に取り組む学習活動を工夫し,児

活動を展開することにより,児 童 ・生徒の興味 ・ 童 ・生徒が自ら課題を解決することにより,成 就
関心 も増 し,自 ら進んで学ぼうとする意欲が高ま 感が得られ,自 ら学ぶ力が養われるであろう。
る で あ ろ う。

検証事例
① 小2生 活 ② 中1理 科 ③ 小5社 会 ④ 中2数 学 ⑤ 中全 英語

地域素材を活用 身近な素材を活 地域素材を活用 作問による課題 スピーチを通 し
し体験的な学習活 用 し,日 常 の 自然 し児童一人一人が 学習を通 して,問 て,生 徒 一 人 一 人

動を展開すること 現象に関心をもた 学習課題を もった 題解決の能力を高 が自ら学ぶ力を育
により一人一人が せる工夫 めの指導の工夫 める指導の工夫 てる指導の工夫
自ら課題をもち学
ぶ力を育てる指導
の工夫

「わた しの かぞ 「光と音の世界」 「檜原村の産業」 「課題学習」 「ス ピ ー チ 」

く」

*仮 説検証の視点に基づく授業研究の分析と評価
, *研 究のまとめと今後の課題

1
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W研 究 の 内 容

検証事例 ・その1

地域素材 を活用 し,体 験 的な学習活動を展開する ことによ り一人一 人が

自ら課題 をもち,学 ぶ カを育 てる指導の工夫

小学校 第2学 年 生活

1単 元名 「わた しのかぞ く」

2単 元のね らい

(1)自 分達が生 まれてか ら今 までの成長 には,家 族をは じめ多 くの人の支えがあ った ことがわ

かる。

(2)家 族 の人 に感謝 の気持 ちを もち,こ れか らも意欲的に生活す ることがで きるよ うにする。

3単 元設 定の理 由

(1)生 活科2年 においては,家 族 と共 に意欲を もって生活す ることので きる子供を育て ること

や,誕 生か ら現在までの 自分の成長を振 り返 る ことが求め られている。 そ こで本校の特色を

生か して(全 員 に祖父母が いる)祖 父母か ら自分の生 い立 ちにっいて 聞 く,自 分の成長 につ

いて振 り返 らせ る。 また祖父母を単 なる老人 と してで はな く自分 と同 じ少年 時代を過 ごし,

自分達 を愛 し,育 てて くれて いる身近 な存在 と して捉 えさせ る。

そ うした活動 を通 して,身 近 な人 々に対 して感謝の気持 ちが もて る子 ど もを育成 したい と

考え,こ の単元 を設定 した。

(2>特 に配慮 した ことは,祖 父母の生い立 ちなどを聞 く学習 とな るので,事 前 に家族の了解を

得 た り,電 話 ・手紙等での連携を密 に して学習 の効果を高あ るよ う工夫 した。

本学級の4人 は全員2,3世 代が同居 してお り,祖 父母が健在であ る。今,祖 父母 と孫 と

の交流 を通 し,自 分 と祖 父母 の生 い立 ちにっいて,少 しで も多 く聞かせてお きたい と考え る。

(3)昨 年度,祖 父母の生活の様子 を聞 いて きて 「お じいち ゃん おばあ ちゃん物語」 とい う紙芝

居を作 った。 この ことによ って祖父母 に も,か っては 自分達 と同 じ子供時代があ った ことに

気付 き,こ れが祖 父母 への愛情 を一層 感 じさせ ることにな った。

(4)今 年度 は,そ れを発展拡 充 させて

ア お じい ちゃんおばあ ちゃんの子供の ころ

イ お父 さんお母 さんの生 まれた ころ

ウ 自分の生 まれ たころ

工 自分が生 まれてか らの様子

な ど時間の推移 を もとに し,家 族の支え合いにっいて,大 きな流れの中で捉え させたい と

考えた。

そう した流れの中で,祖 父母が果た して きた役割(子 供を生 み育て 自分の家や郷土の上成

木を発展 させて きた こと。)に っいて も気付かせ,祖 父母,父 母 とい う家族が あ って こそ 自

分が存在す るのだ とい うことを感 じさせよ うとした。 そ して この単元での学習 を次年度(3

年)以 降の社会科 ・郷土学習へ と発展 させていけるよ う配慮 した。
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4研 究主題 との関連

本年度は,昨 年の 「聞いた ことを もとに して想像 した り調べた りす る」活動を更に進 めて

「祖父母か ら話を聞いた り,家 にあ る写真 などの資料を捜 し出 し,そ れを もとに して,さ ら

に自分の知 りたい ことを調 べ る。 」 ことによ り今 まで分か らなか った自分の生い立ちにっい

て多 くの人 々の支えがあ った ことが分 か るよ うに工夫 した。 こうした活動が,祖 父母 への感

謝や父母 への感謝の気持 ち と結 び付 き,そ こか ら自分の生活 に自信 を もち,生 きる力,学 ぶ

力が育 って来 るのではないか と考えた。

5地 域 の様 子 と児童 の実 態

埼玉県名栗村 との境 にあ る本校の学 区は成木川が作 った狭い谷合 に集落が点在 してい る。

家族構成 も昔なが らの大 家族 が残 って お り三世代同居が多い。 しか し昔の家族形態ではあ っ

て も中味はかな り変わ って きてい る。家 々には囲炉裏 もな くな り家族の結 びっ き も弱 くな っ

て きた。子 供た ちの生活 の中か ら祖 父母 の存在の影 は薄 くな りっっある。

1年 生の とき自分たちの祖父母 にっいて質問 したの に対 し知 っていた ことは余 りに もわず

かであ った。

「歳を知 って る。 」 「も しか して お父 さんのお父 さんお母 さんか も。 」と言 う程度の反応

しかなか った。

その子供た ち も順次祖父母 についていろいろなことを知 るに したがい,祖 父母 にっいて尊

敬の念 も見 られ るようにな り,さ らにそれを誇 りとす るように もな って きた。 また 自分が大

人 になった時 は何を したいか と言 う質問に対 して は,「 あ とをっ ぐんだ。 」 「成木 に残 る。」

等の郷土や家族 との関わ りを意識 した答えが返 って きたの には驚か され た。 この子供たちな

りに自分の生 き方 にっいての意識の変化があ ったようであ る。

6指 導計画

「わ た しのかぞ く」につ いて調べよ う。(1時 間)

どん なことを学習す るか概略をっか ませ る。

簡単 な質問用紙をっ くり,そ れを使 って調 べた り写真 などを探 して きて学習す ること

を知 らせ る。

調べ た ことを表 に しよ う。(3時 間)

説明 をま とめ,紙 に書 いて貼 った り,写 真を コピー した もの を表 に貼 りっけ る。

祖 父母 の生 まれ た ころか ら自分 たちの生い立ちまでを感想 も交 えて話 し合 う。

調 べてわか った ことを発表 しよ う。

発 表の仕 方を考 えて,準 備 をす る。

自分 の言 いたい ところをま とめ,わ か りやす く発表す る工夫 をす る。

調 べた ことと自分の考 えた ことを一人一人発表す る。
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7本 時 の指 導

(1)ね ら い

・自分 の 生 い立 ち にっ いて,今 回学 習 した 内容 を踏 ま え て発 表 す る こ とが で き る。

・自分 の家 族 に対 す る気 持 ち な どを,聞 いて い る人 に 分 か りやす く伝 え る ことが で き る。

・友 だ ち の生 い 立 ち に っ い て よ く聞 いて,自 分 の 考 え を ま とめ る こ とが で き る。

(2)展 開

口

学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援 資料 ・その他

5
・発 表 の 仕 方 にっ いて 話 し合 う。 ・前 時 ま で の流 れ を 説 明 。

分

・自分 の お じい ち ゃん お ば あ ち ゃん か ら ・写 真 コ ピー ・年 表 を黒 板 各 自用意 した

聞 い た話 を も とに,調 べ て きた こ とを に順番 に掲示す る。 ☆ 写 真 コ ピー

写真や 自分の作 った年表を使 って皆 の ・説明が良 く分か るよ う要 ☆年表
30

前で発表す る。 点 に っ い て質 問 す る。 ☆台紙用
分

・発 表 の 内容 に つ いて 質 問 す る。 ・自分 の 生 い立 ち に は多 く 模造紙

・家族 の人 に 自分 が して も ら った こ とに の人の支えがあ った こと

っ い て話 し合 う。 を実 感 させ る。

・みんなの発表を聞 いたり自分が調べた ・自分 の考 え を ま とめ られ ☆ 「感 想 文 」

10
こ とにつ いて,感 じた り考 え た り した るよ う,個 別 に指導を行 プ リン ト

分
こ とを ま とあ る。 う 。

1

(3)評 価

・ポイ ン トをお さえて分か りやす く発表す ることがで きたか。

・自分 な りの考えを まとめる ことがで きたか。

(4)授 業 の考察

・教 師 も児童 も楽 しん で学 習す ることがで きた。

・自分の誕生か ら現在 まで,ど んなに家族 に愛 され,多 くの人の助けがあ って育 って きたか

が分か った。

・この学習 を通 して,祖 父母の苦労を知 り,郷 土を育てて きた祖父母 を誇 りに思 うよ うにな

るとともに,感 謝の気持 ちを もて るよ うにな った。

・自分 の製 作 した年表 などが 自分 の生 い立 ちを知 る上での貴重 な資料 として残 され た。

・祖父母 や家庭 と学校 との結 び付 きが深 くな った。

8今 後の課 題

(1)生 活科 と して は,知 識 よ り活動が先 に来 ることが望ま しい。 これか らも具体的な活動や体

験を通 した学習 を重視 して行 きたい。

(2)こ の先 も発達段階 を追 って中味を充実 させ,中 ・高学年の社会科の郷土学習 や歴史学習の

基礎 とな るよ うな指導 内容 ・方 法を検討 してい きたい。
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検証事例 ・その2

身近 な素材 を活用 し,日 常の自然現象 に関心 をもたせ る工夫

中学校 第1学 年 理科

1単 元名 「光 と音 の世界 」

小単元 「光は どのよ うな進み方 をす るか」

2小 単元の 目標

(1)光 や,光 の反射 ・屈折な どの現象に関心を もち,自 ら進んで調べよ うとす る。(自 然事象

への関心 ・意欲。態度)

(2)光 が直進す ることに気付 き,光 の反射 ・屈折 の規則性や,そ れ によ って起 きる現象を考察

で きる。(科 学的な思考)

(3)光 の反射,屈 折,全 反射の実験を行 い,結 果をま とめる ことがで きる。(観 察 ・実験の技

能 ・表現)

(4)身 の回 りの事物 ・現象 と関連付 けて,光 の反射 ・屈折 を説明で きる。(自 然事象 につ いて

の知識 ・表現)

3小 単元設 定の理 由

普段気 に してない太陽 光線 は どのよ うな進み方を してい るのだろ うか。 またなぜ,物 を見

ることがで きるのだろ うか と真剣 に考 えた ことはな いであろ う。見 えるため,見 るためには

太陽光線(光)が 必要であ る。それは,光 が直進 して いるか らであ る。 この ことを理解 させ

るために身近な素材であ る鏡をっか って実験をす る ことで解明 させたい。 この実験を通 して

日常生活で体験 してい る自然現象 に興味を もたせ,意 欲 的に学ぶ力を育てたい。

4研 究主題 との関連

暗 くな ると物が見え な くな り,も のを見 るたあに電 気(光)を っ ける。また,自 分の顔や

姿 を見 るために使 う鏡,両 方 と も普段気 に も留めず 体験 して いるこ とであ る。何 気な く体験

して いる自然現 象に気付か せ,日 常生活で使用(体 験)し て いる道具や機械 と自然現象 との

関連 に意欲 を もって 関心 を もたせ る。 そ して,そ れ らの関係 を自 ら探究 して解明 させたい。

5地 域 の様子 と生徒 の実態

(1}地 域 の実態

本校 は,青 梅線河辺駅 の北東約2キ ロの霞台地の一角 にある。青梅市内で10番 目の最 も

新 しい中学校であ る。か って は,畑 が散在 していたが,現 在 はほとん ど住宅地 と変わ り,約

9割 が他地区か らの転入者で ある。近年マ ンシ ョンの建築が増え,大 手 スーパーが進 出 して

きて いる。

(2)生 徒 の実態

2っ の小学校 か ら入学 して くる。全般 に素直で明 るい。 とりわ け気持 ちの良いあいさつが

評判 であ る。校 則が よ く守 られ,落 ち着 いた整然 と した環境 の中で毎 日の教育活動が営 まれ

て い る。合 唱祭 や運動 会などの学校行事 には,ど の生 徒 も積極 的に取 り組む。課外活動に も

精 力的に参加 してい る。 しか し,学 力面 において男女に開 きがあ り,男 子 に基本的学習習慣

が身に付 いていない生徒 が多い。
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6指 導計画(3時 間)

q)光 とかげか ら,物 体がみえ ること光の直進性 を考 えさせ る… ……1時 間

(2)光 はどの よ うな進み方 をす るか

光の反射 の規 則性 を調べ よ う(実 験)… ……1時 間(本 時)

(3)透 明な物体 を通 る光 の進 み方

透明な物 体を通 る光の道 筋を調 べよ う(実 験)… ……1時 間

7本 時の学習

(1)本 時の 目標

① 光が鏡 に当た って反射す る場合,反 射の し方 に何か きま りが あるか話 し合 う。

② 光源 を用 いて光 を鏡 に当て,入 射角 と反射角 とが等 しい角度で ある ことを実験 によ って

調べ る。

② 本時の展開

学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援 資料 ・その 他

導 ・前 時の鏡遊 びか ら光の進 み方 を予 ・前時の学 習内容 を思 い

入 想 す る。 起せ るように鏡遊びか

6 ら光の進み方を予想 さ

分 せ る 。 ・実 験 プ リン ト配 付

・実 験 の 目標 ,準 備,方 法 を確 認 す
・黒板に準備 す るものを ・光 源 装 置

る 。 書 いてお く。実験終了 ・鏡(ア ク リル 樹 脂

展 時間を板書 してお く。 ミラ ーか 平 面 鏡)

・準備用品保管場所の説 ・記録 紙(升 目の 入

明 をす る。 った板 目紙)

開
・方 法 の説 明 を す る。

,

・的(消 しゴム ,鉛

・2人1組 に な って実 験 を し,入 射 ・実験方法等にっいての 筆何で もよい)

34 光 と反射 光の道筋を記録す る。 質 問を受 ける。
・筆 記 具(細 い マ ジ

・的の位置を変えて それぞれが実験 ・実 験中の机間指導をす ッ ク)

す る 。 る 。
・分 度 器

分
・実 験 結 果 を プ リ ン トに ま とめ る。 ・実験終了の指示 をす る。 ・懐 中電灯(光 の出

・考 察 を ま とめ る。 る もの)

・実験器具の後片付けをす る。

ま

と

・光の進み方 について考えを まとめ

班 ごとに発表す る。(黒 板 に実験

結 果の紙 を貼 る。)

・黒板 に各班 ごとの結果

が示せ るよ うに模造紙

を貼 る。

・実 験 プ リン ト回収

め
・他の班の結果を見て,自 分の班 と ・光の反射の法則を説明

10
比較す る。 す る 。

分
・光の反射の規則性を知 る。
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(3)評 価

① 物体 が見え ることと光の直進性 が理解で きたか。(科 学 的な思考)

② 鏡 に光を当て,入 射 角 と反射 角が等 しい ことが実験を通 して理解で きたか。(観 察 ・実

験の技 能 ・表現)

③ 光の反射の法則を説明で きたか。(自 然事象 につ いての知識 ・理解)

(4)授 業の考察

①2人1組 で実験を させた ことによ り,全 生徒が意欲的 に取 り組 んでいた。

② 鏡を置 くところに線を引 いたのは丁寧す ぎた。

③ 生徒 は,入 射角=反 射角 とい うの は知 っていたが上手 に言葉 に表す ことがで きなか った。

④ 他の班の結果を黒板 に貼 らせた ことによ り,自 分 たちの実験方法 と結 果を見較べ る事が

で き,光 の反射の法則を理解す ることがで きた。

⑤ 身近 な素材の懐 中電灯 と鏡を使 ったことによ り,光 の直進性 に気づ き自然事 象への 関心

が高 ま った。

⑥ 太陽光線 を利用 して光の 反射の法則を解明 しよ うとする班が 出るなど自ら学 ぼ うとす る

力が高 ま った。

8今 後 の課題

(1)光 が どのよ うに進 むの か生徒側 か ら考え させ,生 徒 に予想 させる必要があ る。

(2)光 を発 す る身近 な素材 には どのよ うな ものがあ るか事前に調 べさせ,表 にまとめ させたい。

(3)大 きな鏡 等を使用 して実験す る生徒 もいるので1つ の班の人 数を2～4人 となるよ うな柔

軟性が必要であ る。

(4)光 源装 置を使用 し,実 験方法を演示す ることはや め,生 徒 自身で方法 を考 えさせて いきたい。
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検証事 例 ・その3

地域 素材 を活用 し,児 童一人一 人が 学習課題 をもつ ための指 導の工夫

小学校 第5学 年 社会

1小 単元名 「檜原村 の産業 」～鉱業～

2小 単元 の 目標

(1)檜 原 村の産業(鉱 業)に ついて,学 習課題 を もち意欲的 に調べ る。

(2)檜 原村の産業(鉱 業)が 多 くの関連 産業 と関 わ って いることに気付 く。

(3)調 べた ことを もとに,こ れか らの檜原村について考えを深 める。

3単 元設定理 由

5年 生の社会科 は,産 業学習が 中心で ある。本小単元はその中のr工 業 』の導入単元 にあ

た る。檜原村 の砕石場 で採 られ た石が道路や ビノレなどの工業製品になる工程 を予想 し調べ る

活動の中で,人 々の手や機械を使 って原料を加工 し製品をっ くる産業が工 業であ るとい うこ

とや,ま た それ には多 くの関連産業が関わ ってい ることに気付かせたい。そ して この後 の学

習で は私た ちの生活が それ らの工業製品 によって豊かにな って いる と同時 に,ま た一方 では,

公害 な どの環境 問題 を生 み出 してい ることに気付 き,そ の ことが檜原村 に もあて はまること

を理解 し,工 業の発達 と自然環境の保護,こ れか らの檜原村 にっいて考えを深 あ させ たい。

4研 究主題 との関漣

児童が課題を持っ工夫 と して,ま ず,児 童 にとって身近 な地域素材であ る砕石場 を とりあ

げる ことに した。砕石場 は3年 時 に見学 した経験があ り,あ る程度の予備知識があ り,調 べ

よ うとい う意欲 を もっ き っか け として良 いので はないか と考え た。次 に砕石場で とれた石が

様 々な工程 を経 て工業製品 とな ることを,2っ の段階(石 自体 の変化 ・それ に関わ る仕事)

に分けて予想 す ることによ り,一 部で はあ るが工業の全体像をおお まかに とらえる ことがで

きるのではないか と考えた。 そ して各工程 ごとに疑問点をだす ことによ り,自 分の調 べて い

きたいことを明確 に し,そ れ らを整理 して 自分の学習課題 として もたせ たい と考えた。

5地 域の様子 と児童の実態

本校(数 馬分校)は 東京都 の最 函,標 高 §8§mの 山間部 にあ り,最 寄 りの駅か らバ スで

1時 間程 の所 にあ る。 かって 檜原村 には小学校が8校 あ ったが,人 口の減 少に伴 い統廃合が

行われ,旧 数馬 小学校 だけが数馬分校 と して残 った。現在,全 校児童i9名 。豊 かな 自然 に

恵 まれてい る反面,気 象的には厳 しく,特 に冬は積雪の ため交通遮断や臨時休校の措 置を と

る こともある。 またス トーブは年間を通 して設置 され7・8月 以外 は使用で きるようにな っ

ている。保護者や地域の人 々は学校 に対 して とて も協 力的であ る。

本学 年の児童 は,素 盧で明 るく,授 業 中 も良 く発言す る。 しか し,社 会科の学習 について

は,学 習課題 を設定 し調 べたい という意欲 を もつ ことがで きて も,ど の ように調 べればよい

のかが分か らず,主 体的な活動にっなが らない場合が多 い。本単元で は見学活動が可能 な地

域素材を活用 し,さ らにFAXや 電話 などで調べ る活動 を取 り入れ ることで,学 習課題を邉

求す る場 を設定 し,自 ら進んで学習す る楽 しさを味わ って欲 しい と思 って いる。
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6指 導 計 画(8時 間 扱 い)

(1)砕 石 の 生 産 か ら工 業 製 品 にな る まで の 工 程 を 予 想 し,学 習課 題 を もっ 。 ・1時 間(本 時)

(2)学 習 課 題 に っ いて,調 べ る め あて や 方 法,ま とめ 方 を考 え る。 …1時 間

(3)学 習 課 題 を追 求 し,分 か った こ とを ま とめ る。 …5時 間

(4)ま とめ た もの を お互 い に評 価 す る。 …1時 間

7本 時 の指 導

{1)本 時 の 目標

檜 原 村 の 砕 石 場 で 採 れ る石 が 工 業 製 品(道 路,ビ ル等)に な る まで の 工 程 を 予想 し,そ の

工 程 や 関 わ る仕 事 につ いて 学 習 課 題 を もっ 。

② 本 時 の 展 開

学習活動 と内容 指導上の留意点 資料等 ☆教師 ★児童

5 ・鉱 業(砕 石)が 檜原村 ・3年 時の学習 を想起 さ ☆地図黒板

の産業のひ とつであ る せ る 。

分 こ とを 確 認 す る。

・檜原村の砕石場で採れ ・工程図を作 る時 に参 考 ☆★砕石場で採れた石

20 た石が工業製品 にな る になるよ うな板書をす ☆板書 カー ド

までの工程 を予想 し, る 。 ★工程図作成用の画用紙

分 図 に 表 す 。 ・予想が困難 な児童 に助 ★付箋紙

言 す る。

・調 べ た い ことを ,作 成 ・各 工 程 ご とに知 りた い

20
した予想工程図 に書 き こ と,調 べ たい こ と

こ む 。 (分 か らないこと)を
分

・次 時 の 予 告。 書 き込 む よ うに させ る。

(3)本 時 の評価

檜原村 の砕石場で採れ る石 が工業製品(道 路,ビ ル等)に な るまでの工程 を予想 し,そ の

工 程や関わ る仕事 にっいて学 習課題 を もっ ことがで きたか。

(4)授 業の考察

①身近な教材を扱 った ことで,児 童が教材に触 れて集 中 して いた。 また,工 程を予想す る活

動を取 り入れ たことで,自 分が知 りたい ことや疑 問点 を明 らかにす る ことがで きた。

②教材 に触れて集 中 し,疑 問や課題 は もてたが,発 問が適切でなか ったたあ思考や作業があ

いまいにな って しま った。

③活 発に意 見がで ていた。発表 させ るだけで な く,お 互いの意見を交換 する場を設定す ると,
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表現力や学習意欲 も高 まるので はないか。

④ 児童か らしきりに出て いた疑問(生 コ ンって何?)を その場で と りあげるべ きだ った。

⑤調べ た ことをどのよ うに活用す るのか を考え させた ことで,ま とめ方 に工夫が 見 られ た。

⑥調べ る段階で は,工 場や会社 の方が 児童一人一人の疑問 に丁寧 に答えて くだ さ った。 この

体験 は児童の学習意欲 を大いに高めた。

8今 後 の課題

(1)児 童相互 の意 見交換 や話 し合 い活動を活 発に し,自 らの考えを深めた り,友 人の意見や学

習活動 を参考 に して視野 を広 げてい くな どの学習活動 を行 って い く必要があ る。

(2)個 に応 じて,一 人一人 が学 習課題を追求で きるよ うな場 の設定や資料の精選を行 う必要が

あ る。

(3)主 体的 に学習を進めて行 くことので きる児童を育成 す るために,多 様 な学習活動や様 々な

経験 をさせ る必要が ある。

〈児童作品 〉(例)

3蒙庁;勲 ・川 序 曝 タザ は軌

(倖 む博 のしつ宅んに;靴 制 」亨し匂

41離;い てい3人 の1ズβ5騒1、

与 プ 【1>ls

ムt・,、、懐 卿 べ 晦3卸

マ しゃしん

7く 「＼str2diさ"乏 い

タ凱 、せさ拓の孫 η方

む く じ 石争石舶 仲亭

1譲篇伽盤 郷 熱欝

鋤
毒シモ ム"し;

ゴしμ 瀬 ∫1

1av'to

匪 妬 そ2増II　　 〉撫 鍔

一16一



検 証事 例 ・その4

作 問による課題学 習を通 して,問 題解決の能力を高める指導 の工夫

中学校 第2学 年 数学

1単 元名 「課題学習」

小単元名 「平 面図形の性 質を使 った問題作 り」

2小 単元 の 目標

(1)多 様な方 法で課題を解決す る過程を通 して,既 習事項を応用 して活 用できるよ うにす る。

(2>発 展的な問題を作 ることにより,数 学的な見方や考え方の育成を図 り,さ らには,問 題

作 りに対す る興味 ・関心 を高め る。

(3)生 徒の 自由な発想を大切に し,主 体 的な学習の場 を与え る。

3小 単元設 定の理由

2年 生で は,論 証の初期の指導が行われ るが,図 形の証明 は生徒 にとって理解 しに くい分

野であ る。既習事項の基本的性質 その ものは理解 して いて も,そ れを活用す る場面 になる と,

今一歩深 まって いか ない生徒が多 い。説明を中心 とした教師主導の授業が多 く,生 徒が問題

を 自分の もの と して受け とあ られ ないことが要因の一 つで あろ う。

そ こで,教 科書等身近な ものか ら課題を選定 し,生 徒に問題を作 る場面を体 験 させ ること

を考え た。生徒 自 らが問題を作 り,自 ら解決 しようとす る主体的 な学習活動を させ る中で,

成就感 を味わ い,発 展的 ・応用的 に思考す る態度,さ らには,問 題解決の能力 も養われ るで

あろ うと考 え,小 単元 を設定 した。

4研 究主題 との関連

課題学習 にお け る課題選定 と実施時期 は,生 徒の実態 に応 じて行 うことが大切であ る。初

期 の論証指導が 始ま るこの時期 での実施 は,多 様な数学的な見方 や考え方 を育むの に効果的

で あ ると考 え る。 そ して,思 考実験が 中心 となるこの問題作 りを,「 体験 的活動 」 として位

置づけた。 問題 作 りを通 して,生 徒一人一 人に,も の ごとを考え ることの楽 しさを体得 させ,

さらには,問 題 解決の能 力を高めてい きたい。 こうして,課 題学習 に問題作 りを取 り入れ る

ことによ り,課 題学習のね らいで もあ る生徒の主 体的な学習が促進 され,こ の ことが,研 究

主題の 「自 ら学ぶ力 」にっなが って い くもの と考え る。

5地 域の様子 と生徒の実態

三宅島 は,東 京か ら南へ180kmほ ど離れ た,伊 豆諸島で は3番 目に大 きい島で ある。 自然

環境 に恵 まれた島で,野 鳥の種類 も多 くバー ドアイ ラン ドとも呼ばれて いる。ただ,日 本で

も有数の噴火の激 しい島で もあ り,昭 和58年 の噴火は,記 憶 に新 しい。阿古地区で は,約

400戸 の民家が溶 岩に埋没 するな ど,壊 滅的な被害を受 けた。保護者 ・地域の人 々は,教 育

に対 して関心が高 く,学 校行事やPTA活 動 に も大変協 力的で ある。

本校 は,全 校生徒30名 で,島 内の3つ の中学 校の中では一番小規模で ある。生徒 は,恵

まれ た自然環境の 中で育 ち,純 朴で感受性 に富んでい る。 しか し.も の ごとに対 して 自 ら意

欲的 に取 り組 もうとす る態度や,少 人数化が進む中で,集 団の中で の経験 を通 して育 まれ る

社会性が十分 に育 って こないとい うことが課題 とな ってい る。
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6指 導計 画(2時 間)… 単 元 「平 行 と合 同(16時 間)」 終 了後

(1)原 題 の 解 決 か ら,問 題 作 りを 行 う。 …1時 間(本 時)

(2)全 員 の 作 った間 題 を 吟 味 し,解 く。 … 正時 間

7本 時 の 指 導

11)本 時 の 目標

① 多 様 な考 え方 で証 明 し,既 習 事 項 の理 解 を さ らに深 め る。

② 問 題 を発 展 させ る こ とに よ り数 学 に対 す る興 味 ・関 心 を 高 め,主 体 的学 習 態 度 を 養 う。

③ 他 人 の 考 え や発 表 を 聞 き,数 学 の 持 つ よ さを 感 じ取 る。

{2)本 時 の展 開

導

入

5

分

展

開

40

分

学 習 活 動 と 内 容

・課 題 提 示

教 師 の 支 援 資料 ・そ の他

・実物投影機 を

課 題1:右 の図 で,∠Xの 大 きさ を求 め よ う。

課 題2:こ の 問題 の 条 件 を 変 更 した り,図 を 変形 させ て

新 しい 問題 を 作 って み よ う。

問 題 を 解 くの に用 い た性 質 を 利用 して もよ い。

使用

・課 題1(原 題)を 各 班 で 解 決 す る。

・各班 で 解 き方 を発 表 し,質 問 を受 け

る。

予想で きる回答例

・補 助 線 の 多 様 な ひ き 方 を

助 言 す る 。

・∠ λ1ニ460十50。 一十一54。

を 確 認 す る 。

・使 っ た 定 理 を 確 認 す る
。

・プ リン ト配 布

・小 黒 板

∠玉∴ ∠ ∠生∠＼
・課 題2(作 問)を 各 自で 行 う

。

・問 題 作 りの 見 通 しを 持 っ
。

(条 件 変 更,補 助 線,図 の 変 形 等)

・作 った問 題 の 一 部 を解 く。

・再 び ,問 題 を 作 る。

・問題 作 りの見 通 しはで き

るだ け指 示 せず,自 由 に

作 らせ る。

・原 題 との 違 い を 確 認 す る。

・問 題 の で き ない 生 徒 に助

言 す る。

・問題作成用紙

を配布

・実物投影機
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ま

と

め

5

分

・全 員 の 問 題 を紹 介 す る
。

・問 題 作 成 用 紙 を 回 収 す る。

・自 己評 価 カ ー ドに記 入 す る
。

・次 時 の 予 告

・実物投影機

・自己評 価 カ ー

ド

(3)評 価

① 既習事項を利用 し,多 様 な考え方で証明で きたか。

(数 学 的な考 え方,図 形にっいての知識 ・理解)

② 問題作 りに対 して,興 味 を持 ち,主 体的に参加す ることがで きたか。

(関 心 ・意欲,数 学的な表現 ・処理)

③ 他人の考えを聞 き,理 解 しようとする態度が養え たか。(態 度)

(4)授 業の考察

① 自己評価で は,ほ とん どの生徒が進 んで授業 に参加 していた。問題作 りにっいて は,

難 しか った ようであ るが,逆 に,か え ってそれが新鮮で,教 科 書以 外の自分の問題を作

れ るので楽 しいとい う意見 もあ った。

② 理解の度合 いの意思表示が明確であ り,ま た,全 員の作 った問題を紹 介す るなど,少

人数 とい うへ き地小規模校の利点がよ く生 かされて いた。

③ 問題 と して未完成の ものが多か った。 もう少 し時 間をか ければ完成 したであろ う し,

さ らに,多 様 な問題がで きたか もしれない。

④ 課題1は,補 助線の ひき方 により既 習事項 の確認がで き,ま た,多 様な見方 や考 え方

を身 に付 ける意味で も,導 入問題 と してよか った。

⑤ 課題2の 問題作 りにお いて,条 件変更な ど質問の意 図がわか らず,最 終的に どうい う

問題 を作 って よいか迷 って いる生徒が多か った。

⑥ 課題1の 図 を変形 させて,最 後 には,星 形五角形 の問題がで きた。 また,星 形五角形

の先端の角 にっいて,新 たに疑問が生 まれ,問 題 か ら問題への発展性が あった。

'8今 後 の課題

(1)問 題作 りで は,原 題 によ って,生 徒の考え る方向性が変わ って くる。生徒が作 るであろ

う問題 を教師側 で事前 に考 え,原 題 を工夫 して いかなければな らない。

(2)問 題作 りで は,自 力解決 と教 師の指導 との場面を区別 しなが ら,考 える時間を十分 に与

えなければな らない。 そ こで,日 頃の授業 と関連 させなが ら,課 題学習の時間を どのよ う

に確保 してい くか検討 する必 要がある。

(3)グ ループ学 習か ら個別学習 へ と,授 業の 中に動 きがあ った。 ただ,グ ループ学習の時,

あま り活発 な話 し合いが なされなか った。少人数の中での グループ学習の在 り方な ど,学

習形態 を考 えなければな らない。
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検証事例 ・その5

ス ピーチ を通 して,生 徒一人一 人が 自ら学ぶ力 を育 てる指導の工夫

中学校 全学年 英語

1題 材 ス ピー チ

2題 材 の 目標

q)自 分 自身 が 最 も興 味 ・関 心 を 抱 くこ と にっ い て 考 え を ま とめ,そ の 発 表 を 通 して 自分 自身

の 考 え を人 の 前 で 明 らか にす る。

(2)相 手 の発 表 を聞 く こ とで,お 互 いの 個 性 を 発 見 し,知 る こ との喜 び を 感 じ る。

(3)質 問 す る こ と,答 え る こ とを通 して コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 引 き出 し,育 て て い く。

3題 材 設 定 の 理 由

月1回 の 外 国 人 英 語 指 導 助 手 との 授 業 は貴 重 な 人(外 国 人)と の 出会 いの 機 会 で あ る。 ス

ピー チ を通 じて,自 分 を 表現 し,同 時 に相 手 を も分 か って い くとい う喜 び を体 験 で き る場 で

もあ る。 少 人 数 の学 校 の特 徴 を生 か し,学 年 を越 え た授 業 を 実 施 す る こ とで,一 人 一 人 の良

さ を認 あ 合 い,共 に学 ぶ 学 習 の 場 に育 て て い きた い。 そ うす る こ とで よ り豊 か な 学 習 の 基 礎

が 築 かれ,自 ら学 ぶ 力 が 徐 々に育 って い くの で はな い か と考 え,本 題 材 を設 定 した。

4研 究 主題 との 関連

学 年 の 枠 を 越 え た学 習 の 場 で,お 互 い の 考 え を発 表 す る。 そ れ を 聞 い てf尋 ね る」・ 「答 え

る 」 こ とが 体 験 的 学 習 活 動 の ひ とっ で あ る と考 え た。 下 限 を超 え る英 語 の 時 間 を コ ミュニ ケ

ー シ ョン重 視 の学 習 時 間 と して 位 置 付 け ,教 科 書 の 枠 を越 え,自 由 な発 想 で よ り身 近 な 生 活

に つ い て考 え る こ とに した。 力 が 及 ば な い所 は教 師 が 援 助 す る こ とに し,で きた もの を お 互

い に発 表 し合 い,質 問 した り,答 え る こ とで,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 身 に 付 け て い くな

ら,生 徒 自身 が 英 語 に対 す る興 味 ・関 心 や 学 ぶ 意 欲 を 育 てて い くこ とが で き る と考 え た 。

5地 域 の様 子 と生 徒 の実 態

標 高550mの 山 間 に位 置 す る本校 の 自然 環 境 は厳 し く,交 通 が 不 便 な た め,卒 業 後 は親

元 を 離 れ る こ とに な る。観 光 地 に位 置 して い るた あ 日曜 日 も働 い て い る保 護 者が 多 いが 学 校

に は大 変 協 力 的 で あ る。 生 徒 達 は純 朴,素 直 で あ り清 掃 活 動 等 自 ら進 ん で 行 う。 又 ボ ラ ンテ

ィア活 動 が 盛 ん で その 活 動 か ら生 き方 にっ い て 深 く考 え る生 徒 も現 れ て きて い る。

6指 導計 画

(i>各 学 年授 業(4月)12)各 学 年 授 業(5月)

(3)合 同 授 業(6月)ス ピー チ第1回

(4)各 学 年 授 業(7月)(5)合 同 授 業(夏 休 み課 題)

(6>合 同 授 業(10月)ス ピー チ第2回

(7>合 同 授 業(11月)ス ピー チ 原稿 作 成

(8)合 同 授 業(12月)ス ピーチ 第3回(本 時)

19>合 同授 業(玉 月 ～3月)文 集 作 り
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7本 時の指導

(1)本 時の 目標

① これまで(6月,10月)の ス ピーチ経験を生か して,よ り発展 したス ピーチ発表を 目

指す。(原 稿を暗唱す るのが原 則だが,メ モを見 るの は許 容範 囲 とす る)

② 外国人英語指導助 手の質問に答え るだけで な く,他 の人の発表 を聞 いて質問をす る。

③ 各 々の発表者の評 価を行い,お 互いに交換 し合 い,今 後の参考 資料 とす る。

② 各学年 の指導のね らい と手 だて

第1学 年… 日常生活の簡単な ことにっいて理解す る ことをね らい と し,分 か らないところが

あ った場合,積 極的に助 言を与え,授 業が苦痛 にな らないよ うに配慮す る。

第2・3学 年…能力差を配慮 しなが ら,個 人の力 に合 った コ ミュニケー シ ョン活動が展開 さ

れ るように配慮す ると同時に,高 い 目標 に挑戦す る機会を も与えたい。

※ 個人差,学 年差を考慮 し,理 解の手だて として英文原稿 とその 日本語訳 を配布す る。

(3)本 時の展開

学習活動と内容 JETの 支援 AETの 支援 資料 ・留意点

導 ・挨 拶 ・挨 拶 ・挨 拶

入 ス ピー チの ね らいの 確 認 ・理 解 で き るよ うに ・英 語 で 要 領 ,ポ イ ス ピー チ原 稿

5 発表順番の決定 をす る。 英 語,日 本 語 を使 っ ン トを 説 明 す る。 評価表

分 て 確 認 す る。

(発 表 者) (視 聴者) ・元 気 よ く
,堂 々 と ・英 語 で 進 行 す る。 ・発表内容 か

i
発表で きるように励 ら予想 され る

ス ピー チ 聴視 ま す 。 質 問 の 構文 ・

カ ー ドを 用 意

「私 の 今,考 え て い す る 。

発 る こ と 」 ・AETの 確 認 にっ ・進行役 と して質問 ・質 問 ,応 答

モ 質問 いて質問者を援助す した生徒の意図を英 に対す る支援

る 。 語で確認す る。 はAETの 英

語 を主 とす る

(教 師の支援) ・相互 に協力 して発 表者応答を支援す る
。 が,JETの

表 判断で 日本語

[
で も解説 し生

応答 【
【

内容理解 ・必 要 に応 じて応 答 ・発表 者が応答で き 徒が 自信 を失
;

内容 を 伝 え る。 た こ とを認 あ,ほ め1 う こ とが な い

1るD ように配慮す

Il

目 、

る 。1

一21一



答

9
i

…

t

L

陣

r

ー

40

分

AETの 質 問l

i
(教 師の支援)l

i

「
iL
』'一 一 一 「

[

__上 噸 に応 じて応答1.発 表者力、応答でき1

ll

卜 発表者の勧 に悶
　 に

i{じ た質問をす る・

■ 相互に協力 して発表者応答を支援 す る司

[

1内 容理解 口 内容牲 徒に伝え る・ た ことを認め・ ほめ1

U● 評価醐 開始の判

lL

[1人4分 ×10人

自己評副 評 価 表}

__↓_

る 。

示 を す る 。l

l

I

__⊥_

L評 骸 は,

1簡 単に短時間
1で 記 入で き る
　

1も のを用意す

る 。

ま1ス ピー チ 発表 の 反 省 と,

と}今 後 の課題 を話 し合 う。

副

・1

州

レ 良か・た点の確副'良 か・た点を中心 け 評価表が時

1譲 稟野 こつi綴 鉾評'感想驚 藤
☆JETとAETの 評価が異な らないよ う{宿 題 とす る・

iに
,互 い に確 認 した上 で 生 徒 に伝 え る。}

(4)評 価

① 練習を重ね た うえで 自分 自身で納得の い く発表がで きたか。(表 現 ・意欲)

② 相手の考 えを聞 いて,そ れ を理解す る ことがで きたか。(関 心 ・態度,理 解)

③ 質問す る ことがで きたか,又 答え る ことがで きたか。

④ 授業 に積極 的に参加 す ることがで きたか。

(5>授 業の考 察

①6,10月 の発表に比 べて明 らかに進歩 ・向上が み られ た。

② 予定通 り進む ことがで きなか ったが臨場感のある コ ミュニ ケー ション活 動を設定で きた。

③ 自分 自身を解放す るとい うレベル には程遠い結 果 とな ったが,繰 り返 しスピーチを重 ね

て いけば次第 に自信がっ いて い くという予想を持 つ ことがで きた。

④ 各 自の良 い点 を評価 した ことは良か った。次回への ステ ップになる と思われ る。

8今 後 の課題

(1)生 活に根 ざ した表現 を身に付け る指導 と同時に,そ の発表を定期的に行 う。

(2}基 礎学 力の定 着が課題 にな ってい る生徒 もい るため,力 の差が はっきりと出てい る場面が

見 られた。少人数の利点を生か して,お 互い に助 け合 いなが ら,自 ら学ぶ力を育て る。

(3)生 徒達 自身に は っきりと方向性が見えて くるよ うに,全 学年の指導の体系化を図 る。
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V研 究のま とめ と今後 の課題

本研究部会 では,地 域 の特性,児 童 ・生徒 の実態等 について共通理解 を図 った上で,へ き地

教 育研究の主題 を 「体験 的な活動 を生 か し,児 童 ・生徒一人一人が 自 ら学ぶ力を育て る指導 の

工 夫」 と した。 そ こで,研 究 主題 に迫 るために次の2っ の仮設を設定 した。

<仮 説1>地 域素材や身近 な素材を活用 し,体 験的な学習活動 を展 開す ることにより,児 童

・生徒の興味 ・関心 も増 し,自 ら進んで学ぼ うとす る意欲が高まるで あろ う。

<仮 説2>主 体的 に課題に取 り組む学 習活動を工夫 し,児 童 ・生 徒が 自ら課題 を解決す るこ

とによ り,成 就感が得 られ,自 ら学ぶ力が養われ るであろ う。

上記仮説 に基づ いて,検 証授業を行 った。その結果,次 の成果を得 ることがで きた。

1研 究の成果 につ いて

(1)地 域素材を活用 し,身 近な人 に聞いた り,資 料 を調べ た りす る体験的な活動 を通 して,一

人一人が課題を もって楽 しんで学習に取 り組む ことがで きた。(検 証事例1・ 小2生 活)

(2)身 近 な素材を活用 し,2人1組 の小 グループによる観察,実 験,発 表を通 して,生 徒が意

欲 的に学習 に取 り組み,自 然現象の法則を理解する ことがで きた。(検 証事例2・ 中1理 科)

(3)地 域素材 に直接触れ るこ とによ って,学 習 に取 り組 む集 中力が高 ま った。学習課題 を もち,

調 べ る活動 を通 して,学 ぶ楽 しさを味わ うことがで きた。(検 証事例3・ 小5社 会)

(4)作 問によ る課題学習 を通 して,興 味 ・関心を高め,問 題解決の能力 を高あ ることがで きた。

一 斉授 業において
,グ ループ学習,個 別学習の授業形態を組み合 わせ ることは,数 学的な多

様 な見方 ・考え方を育む上で効果があ った。(検 証事例4・ 中2数 学)

(5)学 年の枠を越 えた スピー チ活動を通 して,生 徒が 自 ら学ぶ力を育て,互 いに教え合 い,高

あ合えた。外国人指導助手 と担任 との行 き届 いた指導で英語 に対す る理解が深 ま った。

(検証事例5・ 中全英語)

研究の結果,検 証事例を通 して も分か るよ うに,児 童 ・生徒 は 「体験的な学 習」 「問題解決

的な学習jを 展開す ることによ り,自 ら学ぶ態度,能 力を培 うことがで きた。

2今 後 の課題 につ いて

(1)地 域 素材 や身近 な素材 を,よ り効果 的に体験的 な学習 に取 り入れ る必要が ある。

(2)一 人一人が学習課題 を追求 で きるよ うな場 や資料の精選を行 う必要があ る。

(3)教 科 ・領域 を通 じて,地 域 素材や身近 な素材 を活用 した問題解決 的な学習 を意図的 ・計画

的に指導す る必要があ る。

(4)身 に付けた学 ぶ力を定着 させ るために学習過程や学習形態を工夫 し,学 ぶ力 をよ り確か に

高め られ るようにす る必要があ る。
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